
既存化学物質審査シート（分解性・蓄積性）  

（平成21年10月23日開催）   

官報公示   CASNo．   
物質名称  

整理番号  分解性  蓄積性   
頁  

2－176  良分解性  
2－185   

3－2378  3了609－25－9  シクロヘキサデカー5一工ンー1－オン   良分解性  2   

4－218  4162－45－2  2，2－ビスf3，5－ジプロモー4－（2－ヒドロキシエトキシ）  難分解性  （高濃縮性   3  
でない）   

5－2279  92－78－4  4′－クロロー3－ヒドロキシー2－ナフトアニリド（別名アゾ イックCClO）  難分解性  4   

3－2185  14726－36－4  亜鉛＝ビス（凡〃－ジベンジルジチオカルバマート）   難分解性  5   

3－2216  3634－83－1  1．3－ビス（イソシアナトメチル）ベンゼン   難分解性  6   

4－346  93－46－9  〟，〟′ －ジ（2－ナプチル）－1，4－フェニレンジアミン   （難分解性）  高濃縮性でない  7   

2一（Ⅰ4－［〟一エチルー〃－（3－スルホベンジル）アミノ］  
5－1632  フェニルI†4－［〟－エチルー〟－（3－スルホベンジル）ア  

ザニウミリデン］シクロヘキサー2．5－ジ工ンー1－イリデ   

〃一［（エチルイミノ）メチリデン］－〃’，〃’－ジメチルプロ  
2－1696  1892－57－5   パンー1，3－ジイルジアミン   （難分解性）  高濃縮性でない  9   

ナトリウム＝4－［6－（〟巨〃－ジエチルアミノ）－3－（〟，  
5－1504  3520－421   〃一ジエチルアザニウミリデン）－3〟－キサンテンー9－イ  

ル］ベンゼンー1，3－ジスルホナート   

4－655  281－23－2  アダマンタン   難分解性  高濃縮性でない  皿   

5－3098  20749－68－2  8，9．10，11－テトラクロロー12〟－イソインドロ［2，1－ a】ペリミジンー12－オン   難分解性  高濃縮性でない  12   
4－605   

4－1219  3407－42－9  3－（5．5，6一トリメチルビシクロ［2．2．1】ヘブタンー2－   難分解性   保留   13  

4－798  1667－10－3  4，4′ －ビス（クロロメチル）ビフェニル   難分解性  高濃縮性でない  14   

4－1234  32388－55－9  1－（2，6．6，8－テトラメチルトリシクロ［5．3．1．01・5］ウ ンデカー8－エンー9－イル）エタンー1－オン  難分解性  高濃縮性でない  16  



既存化学物質審査シート  

2－176，2－185  CASNo． 21542－96－1  管理番号  Ⅹ－1777   

一芸－  

臆結果  分解性：良分解性  

蓄積性：－   

名称   名 称：〟，〃一ジメチルドコサンー1一イルアミン   

構造式等  分子量：353．67  

分子式：C24H51N  

C22H45－N－（CH3）2   

用途   2－176として中間物、洗剤、殺虫剤、殺菌剤、防汚剤、添加剤（繊維用）等※1   

製造及び  

輸入数量   

外観   白色固体   

溶解度  水：＜100mg瓜   

分解性  良分解性  

標準法  

分解度試験（化審法テストガイドライン：28日間）  

BODによる平均分解度：36％（34，38，36）（基礎呼吸区8．2mg、汚泥区平均45．1mg）  

G Cによる平均分解度：66％（65，72，61）  

pH調整：無  

逆転法  

分解度試験（OECDテストガイドライン302C：28日間）  
BODによる平均分解度：35％（29，28，47）（基礎呼吸区27mg、汚泥区平均37．6mg）  

G Cによる平均分解度：＞99％（＞99，＞99，99）  

pH調整：無   

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  



既存化学物質審査シート   

3－2378  CASNo・37609－25－9  管理番号K‾1838 

判定結果  分解性：良分解性  

蓄積性：－   

名称   名 称：シクロヘキサデカー5－エンー1－オン   
構造式等  分子量：236．39  

分子式：C16H280  

0  

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色透明液体   

溶解度  水：＜1．Om釘L  

アセトニトリル：1．0×104mg几以上 

分解性  良分解性  
分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
BODによる平均分解度：66％（71，56，71）（基礎呼吸区4．2mg、汚泥区平均64．7mg）  

HPLCによる平均分解度：92％（100，81，96）  

pH調整：無   

備考   

2
 
 

‾‾Tl、▼1．   



既存化学物質審査シート  

4－218  CASNo． 4162－45・2  管理番号   K－369   

……≡  

判定結果  分解性：難分解性  

蓄積性：高濃縮性でない（審議済み）   

名称   名 称：2，2－ビス（3，5一ジプロモー4－（2一ヒドロキシエトキシ）フェニル）   

構造式等   プロパン  

分子量：631．98．  

分子式：C19H20Br404  

Br  

。  

Br  0しH Br OH   

用途   4－218として中間物、添加剤（合成樹脂用）等※1   
製造及び  

輸入数量   

外観   白色粉末   

溶解度  水：0．776mg几  

アセトニトリル：1．0×104mg几以上   

分解性  難分解性  
分解度試験（化蕃法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  

BODによる平均分解度：3％（0，4，5）（基礎呼吸区9．2mg、汚泥区平均10．Omg）  

HPLCによる平均分解度：0％（0，0，0）  

pH調整：無   

蓄積性  高濃縮性でない（平成15年6月20日審議済み）  
濃縮度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン305：60日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ卸元β血∠わが、濃縮度試験：コイqp！壷uβ招草血）  

96hLC50値：＞1．00mg几（助剤使用：DMF）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：10J上g几、（第2濃度区）：1〟．g几  

助剤使用：有（第1濃度区）DMFl，000mg／L（第2濃度区）DMFl，000mg／L  

BCf’（第1濃度区）：52～170倍、・BCF（第2濃度区）：42～250倍   

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  

3   



既存化学物質審査シート  

5‾2279  CASNo・92‾78‾4   管理番号 K‾1840   

臆結果  分解性：難分解性  

蓄積性：－   

名称   名 称：4′－クロロー3－ヒドロキシー2－ナフトアニリド（別名アゾイックCClO）   
構造式等  分子量：297．74  

分子式：C17H12CINO2  
HO  

ク、NH  0   cl 叫R   
用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   亜麻色粉末   

溶解度  水：＜1．Omg几  

メタノール：6．6×102mg瓜  

酢酸エチル：2．3×103mg几   

分解性  難分解性  
分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
BODによる平均分解度：1％（1，1，2）（基礎呼吸区5．6mg、汚泥区平均6．5mg）  

HPLCによる平均分解度：0％（0，0，0）  

pH調整：無   

備考   



既存化学物質審査シート  

3‾2185  CAS No. 14726‾36－4  管理番号  K‾1841 

判定結果  分解性：難分解性  

蓄積性：－   

名称   名 称：亜鉛＝ビス（〃，Ⅳ－ジベンジルジチオカルバマート）   

構造式等  分子量：610．23  

分子式：C30H28N2S4Zn  

l；HSよsH＿l：   ＼／  
Zn2＋  

∫ 

H－＼sH   ク′   N ゝ  

用途  

ご  

製造及び  

輸入数量  

外観   白色粉末   

溶解度  水：＜1．Omg几  

酢酸エチル：2．0×103mg几  

アセトニトリル：1．9×102mg几   

分解性  難分解性  
分解度試験（化蕃法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  

BODによる平均分解度：0％（0，0，0）（基礎呼吸区6．2mg、汚泥区平均6．Omg）  

HPLCによる平均分解度：0％（0，0，0）  

pH調整：無   

備考   

5   



既存化学物質審査シート  

3－2216  CASNo． 3634・83－1  管理番号  K・1488   

……≡  

儲果  分解性：難分解性（変化物あり）  

蓄積性：一   

名称   名 称：1，3－ビス（イソシアナトメチル）ベンゼン   
構造式等  分子量：188．18  

分子式：ClOH8N202  

//N 
♂ 
；－N㌔ 

㌔   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色透明液体   

溶解度  水：＜100mg几   

分解性  難分解性（変化物あり）  

分解度試験（化審法テストガイドライン：28日間）  

BODによる平均分解度：0％（－1∴2，－2）（基礎呼吸区4．3mg、汚泥区平均3．3mg）  
G Cによる平均分解度：＞99％（＞99，＞99，＞99）  

pH調整：無  

①被験物質は全量構造変化し、m－キシリレンジアミン（3－308、難分解性、高濃縮性でな  

い）が28～30％生成している。それ以外の変化物としては2量体の尿素誘導体とその  

末端が生分解されカルポン酸となった化合物及び高分子性の尿素誘導体が生成してい  

る。   

備考   ※後続の蓄積性の試験は、濃縮度試験条件下で被験物質がm－キシリレンジアミン（3－308、  

難分解性、高波締性でない）のみに変化する場合はm一キシリレンジアミンの試験結果から  

評価可能とのコメントがあった。   

‾T1・   



既存化学物質審査シート  

4‾346  CASNo・93‾46‾9   管理番号 K●1761 

掟結果  分解性：難分解性（審議済み）  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：∧〔」V′一ジ（2－ナフチル）－1，4－フェニレンジアミン   
構造式等  分子量：360．45  

分子式：C26H20N2  

H   ；；1；lN；；l   N  
H   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   灰色粉末   

溶解度  水：2．21いg几  

THF：≧10g几   

分解性  難分解性（平成17年11月18日審議済み）  
分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
BODによる平均分解度：0％（一2，－1，－1） 

HPLCによる平均分解度：0％（0，0，1）  

pH調整：無   

蓄積性  高邁締性でない  
濃縮度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン305：28日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽血β血卸eβ、濃縮度試験：コイ¢p血びβ田澤わ）  

96hLC50値：＞10．Omg几（助剤使用：HCO－40、DMF）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：2J上g几、（第2濃度区）：0．2〟．g几  
助剤使用：有（第1濃度区）HCO－4010mg几，DMF20，000mgrL  

（第2濃度区）HCO－401mg几，DMF 2，000mg几  

BCFss（第1濃度区）：2，300倍、BCFss（第2濃度区）：1，100倍  

＜部位別濃縮倍率＞  

頭部 （第1濃度区）：2，000、2，200倍 （第2濃度区）：1，100、1，300倍  

内臓 （第1濃度区）：5，300、6，500倍 （第2濃度区）：3，300、6，000倍  

可食部（第1濃度区）：1，000、1，200倍 （第2濃度区）：570、830倍  

外皮 （第1濃度区）：1，600、1，800倍 （第2濃度区）：1，400、1，700倍  

＜排泄試験：8日間＞  

半減期（第1濃度区）：2．9日 （第2濃度区）：2．2日   

備考   

7   



既存化学物質審査シート   

5■1632  CAS No. ‾   管理番号  K‾1822   

臆結果  分解性：難分解性（審議済み）  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：2－（（4－［〃一エチルー〃－（3－スルホベンジル）アミノ］フェニル†（4   
構造式等   －［〃－エチルーⅣ－（3疇スルホベンジル）アザニウミリデン］シクロヘキサ  

－2，5－ジエンー1－イリデン）メチル）ベンゼンスルホナート  

分子量：748．88  

分子式：C37H36N209S3  

SO3H  

H2呂こ喜3…・ 
so3H  ＼㌻罠ご㌔…．  

用途   

…lSO3‾  

添加剤（色素［塗料、顔料］）、接着剤、殺虫剤・殺菌剤等※1   

製造及び  

輸入数量   

外観   葬紫色粉末   

溶解度  水：≧300g瓜  
メタノール：≧10g几   

分解性  難分解性（平成20年12月19日審議済み）  
①ナトリウム塩（3844－45－9）にて試験実施  

分解度試験（化蕃法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  

BODによる平均分解度：2％（5，1，1）（基礎呼吸区8．8mg、汚泥区平均7．6mg）  

DOCによる平均分解度：0％（－1，1，1）  

HPLCによる平均分解度：0％（・1，0，－1）  

pH調整：無   

蓄積性  高濃縮性でない  
①ナトリウム塩（3844－45－9）にて試験実施  

濃縮度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン305：28日間）  
試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽血β血卸甜、濃縮度試験：コイqp血びβ田澤血）  

96hLC50値：＞200．Omg几（助剤使用：なし）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：2mg几、（第2濃度区）：0．2mg／L  

助剤使用：なし  

ピーク1BCF（第1濃度区）：≦0．6倍、 BCF（第2濃度区）：≦6倍  

ピーク2 BCF（第1濃度区）：≦0．052倍、BCF（第2濃度区）：≦0．52倍  

ピーク3 BCF（第1濃度区）：≦0．017倍、BCF（第2濃度区）：≦0．17倍   

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  



既存化学物質審査シート  

掟結果  分解性：難分解性（審議済み）  

蓄積性：高波締性でない   

名称   名 称：Ⅳ一［（エチルイミノ）メチリデン］－〃′，〃′－ジメチルプロパンー1，3－   

構造式等   
ジイルジアミン  

分子量：155．24  

分子式：C8H17N3  

H3  
CH3CH2‾N＝C＝N‾CH2CH2CH2－N  

CH3   

用途   中間物、脱水剤・乾燥剤等※1   
製造及び  

輸入数量   

外観   白色粉末   

溶解度  水：≧300g几  

アセトニトリル：≧10釘L   

分解性  難分解性（平成20年12月19日審議済み）  
①塩酸塩（25952－53－8）にて試験実施  

分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
BODによる平均分解度：0％（－3，－4，－5）（基礎呼吸区7．7mg、汚泥区平均4．7mg）  

DOCによる平均分解度：4％（4，5，3）  

HPLCによる平均分解度：0％（0，0，1）  

pH調整：無   

蓄積性  高濃縮性でない  

①塩酸塩（25952－53－8）にて試験東施  

濃縮度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン305：28日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽ぬg血和郎、濃縮度試験：コイq卿血uβ毘揮わ）  

96hLC50値：17．7mg几（助剤使用：なし）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：100／上g几、（第2濃度区）：10〃g几  

助剤使用：なし  

BCf’（第1濃度区）：≦0．48倍、BCF（第2濃度区）：≦4．8倍   

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  

9   



既存化学物質審査シート  

5‾1504   CASNo・3520‾42‾1  管理番号  K●1830   

判定結果  分解性：難分解性（審議済み）  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：ナトリウム＝4－［6一（∧㌧」Ⅴ－ジエチルアミノ）一3－（〟，」Ⅴ一ジエチル   

構造式等   アザニウミリデン）一3〟－キサンテンー9－イル］ベンゼンー1，3－ジスルホ  

ナート  

分子量：580．65  

分子式：C27H29N2NaO7S2  

ニN 

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   黒褐色粉末   

溶解度  水：≧100g几  

アセトニトリル：＜1釘L   

分解性  難分解性（平成20年12月19日審議済み）  
分解度試験（化蕃法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  

BODによる平均分解度：6％（8，5，5）（基礎呼吸区6．2mg、汚泥区平均9．5mg）  
DOCによる平均分解度：0％（0，1，0）  
HPLCによる平均分解度：0％（－3，－2，－2）  

pH調整：無   

蓄積性  高濃縮性でない  
濃縮度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン305：28日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽由β血卸甜、濃縮度試験：コイα画血“叩粛  

96hLC50値：＞200mg／L（助剤使用：なし）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：1，690J上g几、（第2濃度区）：169′上g几  

助剤使用：なし  

BCF（第1濃度区）：≦0．57倍、BCF（第2濃度区）：≦5．3倍   

備考   

10  
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既存化学物質審査シート  

官報公示  CASNo・281‾23‾2   管理番号  K‾1800 

整理番号   

判定結果  分解性：難分解性  

蓄積性：高濃縮性でない  

名称   名 称：アダマンタン  

構造式等  分子量：136．23  

分子式：ClOH16  

用途   

結晶性白色粉末  

中間物、電子材料等製品用（半導体）等※1  
製造及び  

輸入数量   

外観  

溶解度  水：0．21mg几  

分解性  難分解性  
分解度試験（OECDテストガイドライン301D：28日間）  
BODによる平均分解度：15％（17，12）（基礎呼吸区0．72mg几、汚泥区平均1．75mgrL）  

G Cによる平均分解度：0％（－3，－6）  

pH調整：無  

蓄積性  高濃縮性でない  
濃縮度試験（化蕃法テストガイドライン：60日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽元g良和甜、濃縮度試験：コイqpJ血ug毘Jpわ）  

96hLC50値：＞1mg／L（助剤使用：アセトン）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：0．01mg几、（第2濃度区）：0．001mg几  

助剤使用：（第1濃度区）アセトン40mg几（第2濃度区）アセトン40mg几  
BCF（第1濃度区）：1，130～2，980倍、BCFss（第2濃度区）：1，970倍  

＜部位別濃縮倍率＞  

頭部 （第1濃度区）：3，350倍、（第2濃度区）：3，020倍  

内臓 （第1濃度区）：7，400倍、（第2濃度区）：4，320倍  

可食部（第1濃度区）：1，560倍、（第2濃度区）：1，050倍  

外皮 （第1濃度区）：3，030倍、（第2濃度区）：2，890倍  

＜排泄試験：4日間＞  

半減期（第1濃度区）：1．6日、（第2濃度区）：2．1日  

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  
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既存化学物質審査シート  

5－3098  CASNo． 20749－68－2  管理番号   K－1803   

……≡  

判定結果  分解性：難分解性  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：8，9，10，11－テトラクロロー12〃－イソインドロ［2，1－a］ペリ   

構造式等   
ミジンー12－オン  

分子量：408．07  

分子式：C18H6C14N20  
CI 0  

c・ 

Cl  

1Lオ1  

用途   添加剤（色素［塗料、顔料］）等※1   

製造及び  

輸入数量   

Clク′＼Nク、   雪／  
外観   赤色粉末   

溶解度  水：0．0052mg几  
THF：＞200mg几   

分解性  難分解性  
分解度試験（化書法テストガイドライン：28日間）  

BODによる平均分解度：0％（0，0，－1）（基礎呼吸区5．6mg几、汚泥区平均5．3mg几）  

HPLCによる平均分解度：1％（一2，一4，3）  

pH調整：無   

蓄積性  高邁締性でない  
濃縮度試験（化蕃法テストガイドライン：28日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカαフ甥由β血卸郎、濃縮度試験：コイqp血uβ毘Jpゐ）  

96hLC50値：＞1mg几（助剤使用：HCO－40、THF）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：0．01mg几、（第2濃度区）：0．001mg几  

助剤使用：（第1濃度区）HCO－400．2mg几、THF50mg／L  

（第2濃度区）HCO－400．02mg几、THF50mgrL  

BCF（第1濃度区）：＜5～21倍、BCF（第2濃度区）：＜47～＜50倍   

備考   ※1化学物質の製造・輸入量に関する実態調査（平成16年実績）  

12  
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既存化学物質審査シート  

4－605，4－1219  CASNo． 3407－42－9  管理番号   K－1837   

掟結果  分解性：難分解性  

蓄積性：保留   

名称   名 称：3－（5，5，6－トリメチルピシクロ［2．2．1］へブタンー2－イル）シ   

構造式等   クロヘキサノール  

分子量：236．40 

分子式：C16H280  

OH   

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   無色粘性液体   

溶解度  成分A 水：4．2mg几  
成分B 水：4．1mg几   

分解性  難分解性  
分解度試験（化書法テストガイドライン：28日間）  

BODによる平均分解度：0％（0，0，－1）（基礎呼吸区4．7mg几、汚泥区平均4．2mg几）  

G Cによる平均分解度：3％（1，4，3）  

pH調整：無   

蓄積性  高濃縮性でない  

濃縮度試験（化審法テストガイドライン：60日間）  

試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカα搾由β血よわeg、濃縮度試験：コイqp血uβ田澤ゐ）  

96hLC50値：＞0．5mg几（助剤使用：2－メトキシエタノ」り  

水槽設定濃度（第1濃度区）：0．005mg几、（第2濃度区）：0．0005mgrL  

助剤使用：（第1濃度区）2－メトキシエタノール 25mg几  

（第2濃度区）2－メトキシュクノール 25mg几  

成分A BCFss（第1濃度区）：133倍、BCFss（第2濃度区）：264倍  

成分B BCFss（第1濃度区）：319倍、BCFss（第2濃度区）：496倍  

成分C BCFss（第1濃度区）：493倍、BCF（第2濃度区）：＜1120～2，180倍  

＜成分Cの部位別濃縮倍率＞  

頭部 （第1濃度区）：560倍、（第2濃度区）：2，460倍  

内臓 （第1濃度区）：1，510倍、（第2濃度区）：＜11，100倍  

可食部（第1濃度区）：249倍、（第2濃度区）：＜1，450倍  

外皮 （第1濃度区）：814倍、（第2濃度区）：5，630倍  

＜成分Cの排泄試験：3日間＞  
半減期（第1濃度区）：0．45日、（第2濃度区）：＜0．7日   

備考   
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既存化学物質審査シート   

4－798  CAS No. 1667－10－3   管理番号 K‾15 

リ定結果  分解性：難分解性（変化物あり）  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：4，4′－ビス（クロロメチル）ビフェニル   

構造式等  分子量：251．15  

分子式：C14H12C12  

CI 

用途  

パよ㍍C■  
製造及び  

輸入数量  

外観   灰白色結晶性粉末   

溶解度  水：20．1〃．g几   

分解性  難分解性  
分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
BODによる平均分解度：0％（－2，・2，－1）（基礎呼吸区10．2mg几、汚泥区平均9．2mg几）  

G Cによる平均分解度：3％（4，7，－2）  

pH調整：無  

①被験物質は一部分解し4，4′－ビフェニルジメタノール（変化物1）が2～3％生成  

した。また、生成率不明の塩化物イオン、4′－ヒドロキシメチルビフェニルカルポン酸  
（推定、変化物2）、4，4′－ビフェニルジカルポン酸（変化物3）及びその他の構造不  

明物（変化物4）が生成した。なお、塩化物イオンについては、既知見通知（「既に得られ  
ているその組成、性状等に関する知見」としての取り扱いについて（最終改正：平成16  

年9月16日））において第一種特定化学物質、第二種及び第三種監視化学物質に該当しな  

いものとして取り扱うこととされている。   

蓄積性   

′   濃縮度試験（化書法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  
試験魚種（急性毒性試験：ヒメダカ伽血β血卸eβ、濃縮度試験：コイ伽血びg毘頑  

96hLC50値：0．973mg／L（助剤使用：HCO－40、アセトン）  

水槽設定濃度（第1濃度区）：10〟g几、（第2濃度区）：1′上釘L  
助剤使用：（第1濃度区）HCO－4010倍量、アセトン100〃．g／L  

（第2濃度区）HCO－4010倍量、アセトン10J上がL  

BCF（第1濃度区）：≦5倍、BCF（第2濃度区）：≦48倍   

備考   変化物1～4あり  
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既存化学物質審査シート  
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既存化学物質審査シート  

4‾1234  CASNo・32388－55●9   管理番号  K‾1801   

判定結果  分解性：難分解性  

蓄積性：高濃縮性でない   

名称   名 称：1－（2，6，6，8－テトラメチルトリシクロ［5．3．1．01・5］ウンデ   
構造式等   カー8一エンー9－イル）エタンー1－オン  

。 

用途  

製造及び  

輸入数量  

外観   淡黄色液体   

溶解度  水：ピーク10．0147mg几、ピーク2 0．0944mg几、ピーク3 0．941mg几、  
垂】 

・ 
ピーク10 0・163叩g／L   

分解性  難分解性  
分解度試験（化審法テストガイドライン、OECDテストガイドライン301C：28日間）  

BODによる平均分解度：0％（0，1，－3）（基礎呼吸区4．6mg几、汚泥区平均4．OmgrL）  

G Cによる平均分解度：3％（2，4，1）  
ピーク1：2％（0，3，3）  

ピーク2：1％（2，1，1）  

ピーク3：2％（2，4，0）  

ピーク4：6％（4，9，4）  

ピーク5：2％（2，5，0）  

ピーク6：5％（7，5，5）  

ピーク7：0％（1，－1，・2）  

ピーク8：2％（2，4，1）  

ピーク9：2％（0，4，0）  

ピーク10：2％（2，2，3）  

pH調整：無   
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蓄積性  高濃縮性でない  

濃縮度試験（化審法テス  

試験魚種（急性毒性試験  

96hLC50値：1．22mg几  

水槽設定濃度（第1濃度  

助剤使用：（第1濃度区）  

（第2濃度区）  

トガイドライン：28日間）  

：ヒメダカαコ摺元β血£函eg、濃縮度試験：コイqp血打β田澤血）  

（助剤使用：HCO－40、DMF）  

区）：4，59／上g几、（第2濃度区）：0．459′上g几  

HCO－4010／上L几、DMf、25〃．Ⅰ．／L  

HCO－40 1〝IJL、DMF 25〝L／L  

ピーク1BCFss（第1濃度区）：260倍、BCf■ss（第2濃度区）：330倍  

ピーク2 BCFss（第1濃度区）：240倍、BCf’ss（第2濃度区）：310倍  

ピーク3 BCf－ss（第1濃度区）：420倍、BCFss（第2濃度区）：640倍  
BCFss（第1濃度区）：240倍、BCf、ss（第2濃度区）：300倍  

BC下－ss（第1濃度区）：310倍、BCf’ss（第2濃度区）：400倍  

BCFss（第1濃度区）：300倍、BCFss（第2濃度区）：470倍  

BCFss（第1濃度区）：340倍、BCf’ss（第2濃度区）：460倍  

BCFss（第1濃度区）：240倍、BCFss（第2濃度区）：360倍  

BCfIss（第1濃度区）：340倍、BCf、ss（第2濃度区）：420倍  

ピーク4  

ピーク5  

ピーク6  

ピーク7  

ピーク8  

ピーク9  

ピーク10 BCFss（第1濃度区）：310倍、BCFss（第2濃度区）：320倍  
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